
　11月11日、輝北運動場で「星のふる
さと輝北まつり2018」が開催されまし
た。会場では、丘みどりさんの歌謡ス
テージや、農産物の販売などが行われ、
多くの人でにぎわいました。

　11月23日、串良平和公園で「第43回
くしら黒土祭り」が開催されました。農産
物獲得クイズや、恒例の卵のつかみ取り、
農産物や農機具の販売、抽選会が行わ
れ、多くの来場者でにぎわいました。

　11月11日、吾平振興会館周辺で「第
41回美里あいら農業祭」が開催され、
農産物の販売や抽選会が行われたほか、
120回を迎えた宮下相撲大会も開催さ
れ、会場は多くの人でにぎわいました。

くしら黒土祭り美里あいら農業祭 星のふるさと輝北まつり

　11月11日、西祓川町内会の「認知症
行方不明者捜索模擬訓練」が実施されま
した。住民と関係機関が協力して、行
方不明者役を探し、声のかけ方や連携
方法などを確認し合いました。

　11月13日・14日、市内２か所で「移動
支援セミナー」が開催されました。これ
は、住民主体の移動支援の先進事例等
を学ぶセミナーで、参加者は市民の「足」
の確保などについて考えを深めました。

　11月18日、西原運動公園で「第21回
にしはらフェスタ」が開催され、動物の
ふれあいコーナーやカンパチ解体ショー、
鹿屋中央高校吹奏楽部の演奏などがあ
り、家族連れなどでにぎわいました。

　11月19日、市役所で「鹿屋市地域定着企業表彰」が実施
されました。これは、市内で操業してから30年を迎えた立
地企業を表彰したもの。受賞された株式会社鹿児島畠

はたけやま

山金
属、株式会社鹿児島橘製作所、ワールド工業株式会社鹿児
島工場、株式会社ジェーエフフーズ、鹿児島部品株式会社は、
市の産業振興や雇用創出等に大きく貢献されています。
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　11月23日、霧島ヶ丘公園で「第42回鹿屋市農業まつり」
が開催されました。この日同会場では「第４回かのや肉焼ま
つり」と「第４回漁師の逸品！『おおすみ漁師飯』グランプリ」
も同時開催。農産物や加工品などの即売に加え、でんぷん
汁のふるまいやドローン実演などもあり、約33,000人の来
場者は、集結した農林漁業の恵みを満喫しました。
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　11月15日、第一鹿屋幼稚園で「花いっ
ぱい運動」が行われました。これは、か
のや東ロータリークラブが主催したも
ので、園児たちは、クラブ員と一緒に
花植え体験を楽しみました。

にしはらフェスタで
ふれあい体験鹿屋の街を花いっぱいに
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　11月11日、中央地区商店街で「第40回鹿屋市秋祭り歩
行者天国」が開催されました。この日は、市街地の国道約
740mが歩行者天国となり多くの店舗やブースが出店。ほか
にも、路上でのダンスや演奏、税を学ぶ「T

タックス

AXフェア」、ク
イズラリー、「第７回北田新酒祭り」などもあり、まるごとイ
ベント会場となった市街地は一日中にぎわいを見せました。
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認知症の人も安心して
暮らせる地域のために

　11月20日、市体育館で「鹿屋市戦没者追悼式」が開催さ
れました。この日は英霊を慰め恒久平和の実現を祈念する
ために約300人が参列。また、遺留品の返還活動に取り組
むアメリカの団体から鹿屋市遺族会などを通じて、昭和19
年にパプアニューギニアで戦死した隈
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之上むつさん（川西町）へ返還されました。

　11月３日・４日、鹿屋体育大学で「蒼
天祭」が開催されました。今年は、初め
て構内で「おおすみハナマルシェ」が共
催され、約100店舗が出店。来場者はキャ
ンパス内での一日を楽しんでいました。

　11月14日、鹿屋中央高校で「さつまい
もでん粉とグリーンパパイヤを使ったレ
シピ開発コンテスト」が行われ、おかず
とデザートの２つの部門で高校生ならで
はの独創的なレシピが発案されました。
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　11月19日、桜ヶ丘子育て支援住宅「ハグ・テラス」が「第30回
住生活月間功労者表彰」で国土交通大臣表彰を受賞したことか
ら、本事業を提案した株式会社O
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ASEの関係者が
市役所を訪れました。同住宅の受賞は、家賃収入で施設整備費
等をまかなうことや、子育て世帯が中心の多世代交流拠点とし
て整備したことなど、その事業手法が高く評価されたものです。
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　11月16日、川東見守り隊の隊員らが市役所を訪問しまし
た。これは、「平成30年度元気高齢者チャレンジ推進事業」
において、同隊が県知事表彰を受けたことから行われたも
の。高齢者を中心とした地域住民の安否確認や美化活動な
どの支え合い活動を行う隊員らは、「引き続き活動を続け、
今後も組織の輪を広げていきたい」と力強く語りました。
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